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背 景ー中小企業のCFDソフトの導入

 汎用ソフトの導入における難点 汎用ソフトの導入における難点
• 経費

• 汎用ソフトの正確利用が難しい

CFD• 専用CFDエンジニアの育成

 OpenFOAMの導入における難点 OpenFOAMの導入における難点
• 操作が難しい（GUIが無い）

• メンテナンスができない• メンテナンスができない

• WindowsからLinuxへのシフト



背景ー設計の思想

User FirmFlow UserUser

• 何をする • どうする • 結果分析• 何をする • •



基本特徴

 ユーザーに特化したGUI ユーザーに特化したGUI

 対象ユーザー
• 使用者は普通流体エンジニア、CFD知識無しCFD

 簡単
• ボタン数を最少にする

• 入力パラメーターは使用者の熟知したモノのみ

 完全自動格子作成
事前に最適化した格子を作成• 事前に最適化した格子を作成

• 使用者が格子作成する必要なし

 特定Post処理機能付き 特定Post処理機能付き

 OS依存しない（現在開発中）
• 計算サーバーとGUI分離• 計算サーバーとGUI分離



基本特徴

 GUI開発 GUI開発
• JAVA言語

 ケース自動作成
• OpenFOAMをベースに自社開発

• 格子作成ツールはblockMesh

ソルバー ソルバー
• OpenFOAM標準solverをカスタマイズ

 結果分析データ 結果分析データ
• OpenFOAMをベースに自社開発

 可視化 可視化
• paraFoam



GUI



GUI

ユーザー入力区域

• 流量計Code （格子生成可能）

• 密度、粘性、最大流量等

• 2次元、3次元、定常、非定常、• 2次元、3次元、定常、非定常、
並列計算



GUI

計算ケース管理

計算ケース作成 計算開始 paraFoam 結果出力



GUI

計算ケース作成



基本特徴



基本特徴

計算ケース管理

計算ケース作成



基本特徴

計算開始



基本特徴

計算情報出力計算情報出力

計算開始



基本特徴

paraFoam



GUI

計算結果出力

計算結果から設計者の指計算結果から設計者の指
定したデーターを出力する

結果出力



GUI

形状変更可能
最適設計に役立つ



まとめ

 OpenFOAMのカスタマイズ機能を十分利用し、ユーザーが OpenFOAMのカスタマイズ機能を十分利用し、ユーザーが
CFD技術を意識しなくてもCFD計算できるGUIを開発した。

 OpenFOAMを企業に導入する一つ方法を提案した。OpenFOAM

 最初GUI設計の時、お客様のニーズを正確に把握するのが
難点

 格子作成ツールの制限によって複雑境界に対応できない。
snappyHexMeshに期待する。


